予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：芸術文化振興費　　　
	事業名: 岐阜県美術展開催費（青少年部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　教育委員会　社会教育文化課　教育文化係　電話番号：058-272-8756
　　              E-mail：c17768@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：3,171 千円（前年度予算額：　3,171 千円）
	要求内容


	１　要求の内容


・岐阜県美術展は、「県展」の愛称で親しまれており、本県美術の普及と創造的表現力を開発するため広く県内から作品を公募し、一般に公開する展覧会で、一般部、青年部及び少年部があります。
・少年部は、県内の小学校、中学校、特別支援学校小学部・中学部、幼稚園・保育所に在籍する方等が対象で、絵画・デザイン、書写の２部門で作品を募集し、６月頃に岐阜県美術館において展示します。
・青年部は、県内の高等学校・特別支援学校高等部に在籍する方等が対象で、絵画、デザイン、立体、書道、写真の５部門で作品を募集し、６月頃に岐阜県美術館において展示します。
・また、高山市･多治見市において移動展を開催し、広く県内の児童･生徒が文化芸術に親しむ機会を拡大します。
　

	２　所要経費


　岐阜県美術展開催経費：3,171千円
	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	3,171
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,171

	要求額
	3,171
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,171

	２月1日時点
査定額
	3,171
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,171

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	　本県美術の普及と創造的表現力を開発するために、広く県内から作品を公募し、一般に公開している。そのため、一人でも多くの方に応募いただき、たくさんの方に素晴らしい作品を見ていただきたい。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	少年部応募参加数

	
	33,466
（H22）
	28,782
（H23）
	35,125
（H24）
	36,000
（H25）
	97.7％


	青年部応募数
	
	1,334
（H22）
	1,302
（H23）
	1,383
（H24）
	1,400
（H25）
	98.8％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容
（1） 岐阜県美術展　会期

・岐阜展(岐阜県美術館)　青年部　平成24年6月14日(木)～6月17日(日)
・岐阜展(岐阜県美術館)　少年部　平成24年6月21日(木)～6月24日(日)
・高山移動展(飛騨・世界生活文化センター)平成24年6月30日(土)～7月8日(日)
・多治見移動展(現代陶芸美術館)         平成24年7月14日(土)～7月22日(日) 
（２）県美術展入場者数

・岐阜展　青年部　2,325人・岐阜展　少年部　3,496人

・高山移動展　　　1,075人・多治見移動展　　1,081人


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
今年度で第６６回を迎える岐阜県美術展は、本県美術の普及と創造的表現力を開発するため、広く県内から作品を公募し、一般に公開している。今年も少年部においては、３５，１２５点の参加、青年部においては、１，３８３点の応募があった。一般観覧者からは、「高校に入学し、美術を始め、これから作品を作っていくのですが、そのための参考にもなるし、刺激になった。」「色々な作品があって本当におもしろかった。」などの意見をいただいた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	子どもたちが作品を発表する機会、また鑑賞する機会として、学校はもちろん県内の皆様からの指示も高く、本県美術の普及と創造的表現力を開発につながるため、事業の必要性が高い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	少年部では、２８，７８２点（Ｈ２３）から３５，１２５点（Ｈ２４）に参加数が６,３４３点増加した。青年部では、応募数が１，３０２点（Ｈ２３）から１，３８３点（Ｈ２４）と８１点増加しており、本県美術の普及と創造的表現力を開発という意味では、事業効果が表れている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　少年部では、各教育事務所において、１次審査が行われ、点数を絞り、本審査を行いやすくしている。
　一般部を主催する（財）岐阜県教育文化財団と看板及びポスターを共同で作成し、経費の効率化を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
・青年部、少年部の対象者に広く周知し、多くの出品を得る。

・美術展の開催を広く周知し、多くの県民の方に観覧してもらう。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　子どもたちが作品を発表する機会、また鑑賞する機会として、学校はもちろん県内の皆様からの参加がさらに増えるために周知を工夫する。



